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29)大腸結節紫蘇様病変に対する内視鏡的治療
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20mm 以上の太腹結節輿族様病変の治療法について

検討した.症例は内視鏡摘除単独 :1射乳 16病変.内視

鏡約滴除+ヒ-タ-プロ-プ療法 :2例,2病変,内祝

鏡的掃除幸手衝 ニ3例,3病変,手術 :8例,8病変,

総計 :27症例,29病変である,

結果 :1∴大きさ 2Omm から 3Omm までは横棒的

な内視鏡的摘除の適応である.2.30mm を超えると内

視鏡的掃除単独では完全切除は困難で,手術などの追加

治療が必要な例が増加する.3.内視鏡的摘除による治

療は再発率が高く厳墓な経過観察が重要である.


